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◎これからも……◎これからも…… 先週，９月１４日で北海道電力からの節電要請期間が終了しました。しかし，北海道の冬は暖房器具などで本州よりも使用電力が増えると予想されます。したがって，節電の取り組みはまだ終わったわけではありません。何度も言っていますが，節電は地球環境を守ることにも役立つのです。電力不足だけに対応するものではないのです。ですから，これからも節電にご協力ください。左は，９月１４日付の北海道新聞の１面に出ていた記事です。北電からの節電目標は７％でしたが，それを上回る８％の電力が削減されたということです。ちなみに，我が校で節電の取り組みを始めた５月から先月までの電気使用量の削減率は，昨年と比較して約３％の節電に成功しました。しかし，まだまだ節電できると思います。いや，節電してください。その月の電気使用量は数字になって現れます。去年より減っていたら，わくわくしてきませんか？わくわくしているのは私だけですか？もしそうならば，みなさんで一緒にわくわくしませんか？今後も節電の取り組みに，ご理解とご協力をお願いします。← 9/15付 北海道新聞より

◇◇◇◇節男節男節男節男のののの部屋部屋部屋部屋◇◇◇◇ NO.8NO.8NO.8NO.8９月１５日付の北海道新聞に，環境部会の取り組みが取り上げられました。先日は苫小牧民報に掲載されましたので，苫小牧市民のほとんどが「ガタ高＝節電」という目で見るということです。もっと節電をしなければいけませんね！一緒に頑張りましょう。また，新しく広告欄を作ったという話を前号でしたところ，早速ボランティア部からの依頼がガタポストに入っていました。その他の方も，何かありましたらガタポストまで。（内容によっては掲載されない場合もありますので，予めご了承ください。）
９月の電気使用量 ２７，０００ (kwh) を下回るように頑張りましょう！！

広告欄
ボランティア部 部員募集中！特に難しい活動ではないです。少しでも興味がある方は，１－５星または職員室中田先生，地学兼物理準備室の西村(真)先生まで！


